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消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子 

（平成２１年度 全国統一防火標語） 

主主なな記記事事            

◎藤島方面隊１年のあゆみ ◎梯子乗り・纏振り保存会 

◎特集    ◎藤島分署よりお知らせ 

藤島方面隊の現在（いま） ◎ファイヤーエンジェルス 

合併してから２年・・・  ◎班紹介『中町』、消防クロスワードなど 

９月５日（土）、地域住民、自主防災組織、消防署、消防団が参加して行わ

れた総合防災訓練 

鶴鶴岡岡市市消消防防団団藤藤島島方方面面隊隊広広報報誌誌  

山形県知事より褒章の伝達を受ける佐藤団長 
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審
査
会
の
結
果 

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

１
位  

八
色
木
下
区
（
４-

１-

２
） 

２
位  

 

楪

 

（
３-

４-

３
） 

３
位  

下

通
（
４-

２-

４
） 

４
位  

東
堀
越
一
区
（
３-

２-

１
） 

５
位  

工

藤
（
３-

３-

４
） 

■
最
優
秀
操
作
員
賞 

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》 

指
揮
者 

田
村
正
芳
（
八
色
木
下
区
） 

１
番
員 

坂
本 

巧
（ 

 

楪  

） 

飯
鉢
洋
央
（
八
色
木
下
区
） 

澁
谷
光
志
（ 

下 

通 

） 

２
番
員 

小
鷹
一
晃
（
八
色
木
下
区
） 

３
番
員 

叶
野
寿
幸
（
東
堀
越
一
区
） 

今
野
卓
哉
（ 

 

楪  

） 

渡
部
光
利
（
八
色
木
下
区
） 

高
山
智
幸
（ 

下 

通 

） 

《
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
》（
減
点
０
） 

指
揮
者 

齋
藤
崇
博
（
東 

渡 

前
） 

                                  

     

藤
島
体
育
館
と
芝
生
広
場
を

会
場
に
初
任
団
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
入
団
３
年
未
満
の
団

員
と
合
わ
せ
て
26
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
鈴
木
副
団
長
よ
り

訓
示
が
あ
り
、
次
に
藤
島
分
署

員
と
フ
ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
の
指
導
の
下
、
３
時
間
に
わ

た
る
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
た
普
通
救
命
講
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
方
面
隊
幹
部
か
ら
訓

練
礼
式
・
器
具
操
法
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
を
生
か
し
、「
地
域
を

守
る
消
防
団
員
」
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

           
 

    

雨
が
心
配
さ
れ
る
曇
空
の
下
、

阿
部
藤
島
方
面
隊
長
以
下
５
０

７
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
藤

島
体
育
館
駐
車
場
を
会
場
に
春

季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 指

揮
者
の
力
強
い
掛
け
声
の

下
、
各
種
の
規
律
訓
練
や
ポ
ン

プ
操
法
展
示
が
披
露
さ
れ
、
消

防
活
動
の
基
本
動
作
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
梯
子
乗

り
・
纏
振
り
が
披
露
さ
れ
る
と
、

ベ
テ
ラ
ン
隊
員
の
卓
越
し
た
演

技
と
若
手
隊
員
の
果
敢
な
演
技

に
会
場
は
整
然
と
し
た
空
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は

現
役
団
員
と
20
年
以
上
勤
続

さ
れ
た
元
団
員
が
表
彰
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。 

           

    

藤
島
体
育
館
駐
車
場
を
会
場

に
藤
島
方
面
隊
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ

１
台
、
小
型
ポ
ン
プ
18
台
が
出

場
し
ま
し
た
。 

 

出
場
班
は
、
こ
の
日
の
た
め

に
数
ヶ
月
前
か
ら
昼
夜
を
問
わ

ず
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
、
一
致

団
結
し
、「
火
災
現
場
で
早
く
・ 

安
全
に
・
確
実
な
消
火
活
動
を

行
う
た
め
の
基
本
動
作
」
を
体

に
叩
き
こ
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
各
出
場
班
と
も
指

揮
者
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
号
令
の

下
、
各
操
作
員
は
今
ま
で
の
訓 

練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、

機
敏
な
操
法
を
展
開
し
ま
し
た
。 

             

                               

鶴岡市消防団藤島方面隊 

一年のあゆみ 
 

初
任
消
防
団
員 

研
修
会 

春
季
消
防
演
習 

藤
島
方
面
隊 

消
防
操
法
大
会 
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県
消
防
学
校
屋
外
訓
練
場
を

会
場
に
庄
内
各
市
町
の
代
表

（
自
動
車
ポ
ン
プ
10
台
・
小
型

ポ
ン
プ
13
台
）
が
集
結
し
、
庄

内
支
部
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

藤
島
方
面
隊
の
代
表
班
（
自

動
車
ポ
ン
プ
／
東
渡
前
、
小
型

ポ
ン
プ
／
八
色
木
下
区
）
は
、

本
大
会
ま
で
分
署
員
や
方
面
隊

幹
部
の
指
導
の
下
、
厳
し
い
訓

練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

大
会
で
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の

部
で
東
渡
前
班
が
準
優
勝
と
い

う
前
回
出
場
の
４
年
前
と
同
じ

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 

大
会
に
向
け
て
訓
練
に
励
ま

れ
た
団
員
の
皆
様
、
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
ご
指

導
頂
き
ま
し
た
分
署
員
の
皆
様
、

そ
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

い
た
地
域
や
ご
家
族
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

        
 

                  

藤
の
花
町
内
会
周
辺
で
庄
内

平
野
東
縁
断
層
帯
を
震
源
と
す

る
大
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
に
よ
り
、
総
勢
６
６
０
名

が
参
加
し
、
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
避
難
訓
練
が
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
４
事
業
所
と
地
元
藤

の
花
自
主
防
災
会
と
団
員
の
協

力
に
よ
り
、
車
椅
子
や
自
力
避

難
が
困
難
な
方
々
の
避
難
援

助
・
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
り
す
保
育
園
と
自
主
防

災
会
の
避
難
訓
練
も
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
出
来 

    

        

ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
災
害
情
報
収
集
訓

練
と
し
て
庁
舎
の
職
員
と
団
員

が
防
災
ヘ
リ
に
乗
り
、
道
路
の

陥
落
・
橋
の
欠
落
・
家
屋
の
倒

壊
な
ど
の
被
害
の
調
査
を
上
空

か
ら
災
害
本
部
へ
と
交
信
に
よ

る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
防
災
ヘ
リ
を
使
っ
た
救

助
搬
送
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

応
急
手
当
・
心
肺
蘇
生
訓
練

は
分
署
員
と
女
性
団
員
の
指
導

で
、
自
主
防
災
会
が
行
い
ま
し

た
。
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
な
ど
が
使
用
さ
れ
真
剣

に
取
り
組
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

 

大
規
模
火
災
防
御
・
延
焼
阻

止
訓
練
で
は
、
自
主
防
災
会
に

よ
る
火
事
ぶ
れ
、
消
火
栓
か
ら

の
初
期
消
火
か
ら
始
ま
り
、
自

動
車
ポ
ン
プ
２
台
、
小
型
ポ
ン

プ
13
台
に
よ
る
消
火
活
動
が

あ 

           

行
わ
れ
ま
し
た
。
迅
速
か
つ
連 

携
の
と
れ
た
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。 

 

給
食
・
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、

真
心
の
こ
も
っ
た
お
い
し
い
お

に
ぎ
り
が
参
加
者
に
配
ら
れ
ま

し
た
。 

 

交
通
規
制
訓
練
で
は
、
災
害

時
で
消
火
・
救
出
活
動
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
警
察
署

員
と
車
両
等
の
誘
導
を
し
ま
し

た
。
地
元
住
民
の
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

 

鶴
岡
市
と
合
併
と
な
り
総
合

防
災
訓
練
も
こ
れ
か
ら
変
わ
っ

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

消
防
団
活
動
に
お
い
て
は
何
も

変
わ
ら
な
い
の
で
、
住
民
の
皆

様
の
ご
協
力
と
、
防
災
意
識
の

向
上
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

    
 

 

例
年
に
無
く
穏
や
か
な
天
候

の
下
、
大
勢
の
市
民
が
見
守
る

な
か
、
新
春
恒
例
の
藤
島
地
域

消
防
出
初
式
が
、
藤
島
公
民
館

前
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

初
め
に
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
藤
島
地
域
の
無
火

災
と
安
全
を
願
い
神
事
が
執
り

行
わ
れ
た
の
ち
、
場
所
を
公
民

館
前
県
道
に
移
し
、
団
員
に
よ

る
「
祝
賀
放
水
」
や
「
梯
子
乗

り
・
纏
振
り
」
が
披
露
さ
れ
る

と
、
沿
道
の
大
勢
の
市
民
か
ら

は
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
演
技
の
最
後
に

梯
子
か
ら
「
祈
無
火
災
」
の
垂

れ
幕
を
下
げ
、
集
ま
っ
た
市
民

へ
防
火
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
参
加
し
た
消
防
団
員
約
２

０
０
名
も
防
火
へ
の
意
識
を
再

確
認
し
ま
し
た
。 

 

山
形
県
消
防
操
法 

庄
内
支
部
大
会 

総
合
防
災
訓
練 

藤
島
地
域 

消
防
出
初
式 
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平
成
20
年
４
月
１
日
、
こ
れ

ま
で
の
連
合
消
防
団
体
制
か
ら

再
編
さ
れ
、
９
方
面
隊
、
40
分

団
、
団
員
数
３
４
７
３
名
の
山

形
県
内
で
は
最
大
の
団
員
数
を

誇
る
、
鶴
岡
市
消
防
団
が
誕
生

し
て
、
も
う
す
ぐ
２
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
様
々
な
広
報
紙
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
め

て
組
織
等
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

鶴
岡
市
消
防
団
は
、
団
長
が

１
名
、
副
団
長
が
５
名
。
そ
の

下
に
各
方
面
隊
が
あ
り
ま
す
。 

 

藤
島
方
面
隊
は
、
旧
藤
島
消

防
団
を
基
本
的
に
引
き
継
い
で

い
ま
す
。 

 

方
面
隊
長
１
名
、
副
方
面
隊

長
１
名
、
５
分
団
、
16
部
、
56
班
、

団
員
定
数
５
２
６
名
と
、
鶴
岡

市
消
防
団
で
は
最
大
の
方
面
隊

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
般
団
員
の
他
に
も
、
主
に

予
防
活
動
や
啓
発
を
担
当
す
る

女
性
消
防
団
員
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー 

        

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
や
梯
子
乗
り
・

纏
振
り
隊
も
一
緒
に
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 

組
織
や
体
制
が
変
わ
っ
て
も

我
々
消
防
団
の
活
動
内
容
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。 

                    

◎
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の 

生
命
と
財
産
を
守
る 

 

・
防
火
宣
伝
、
防
災
に
対
す

る
啓
発
活
動 

 

・
有
事
の
際
に
、
す
み
や
か

に
、
的
確
に
活
動
す
る
為

の
各
種
訓
練
。 

 

・
ポ
ン
プ
小
屋
や
消
防
ポ
ン

プ
等
の
機
材
の
維
持
管
理
。 

 

・
町
内
会
自
主
防
と
連
携
し

て
の
防
災
訓
練
等
の
協
力 

  

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
鶴
岡

市
消
防
団
と
し
て
の
事
業
に
参

加
す
る
事
に
な
り
、
方
面
隊
事 

                   
業
の
他
に
出
動
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
団
員
の
負
担

は
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
私

達
の
住
む
こ
の
地
域
を
守
る
為
、

又
、
他
方
面
隊
に
は
無
い
梯
子

乗
り
・
纏
振
り
等
を
通
し
て
、

「
藤
島
方
面
隊
こ
こ
に
あ
り
」

の
精
神
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら

も
胸
を
張
っ
て
参
加
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

   

藤
島
方
面
隊
の
団
員
定
数
は

５
２
６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
が

実
情
と
し
て
、
定
員
割
れ
に
な 

                   

 

っ
て
い
る
班
や
、
本
来
で
あ

れ
ば
班
長
を
終
わ
っ
て
退
団
す

る
は
ず
が
、
一
般
団
員
に
戻
っ

て
定
員
割
れ
を
防
い
で
い
る
班
、

一
度
退
団
し
た
人
に
再
入
団
を

お
願
い
し
て
定
員
を
保
っ
て
い

る
班
が
あ
り
ま
す
。 

 

地
域
を
守
る
と
い
う
気
持
ち

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
入
団
の

お
誘
い
が
あ
っ
た
時
は
、
是
非

考
え
て
も
ら
い
、
入
団
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

                  
平 成 ２２ 年 度 

藤島方面隊事業予定 

期日 事業内容 

4/ 3 辞令交付式 

4/9～22 春季火災予防運動 

4/18 初任消防団員研修 

5/23 
春季消防訓練 

（藤島体育芝生広場） 

7/ 4 
方面隊消防操法大会 

(藤島体育館) 

9/ 5 
藤島地域総合防災訓練

（全地区） 

11/9～15 秋季火災予防運動 

1/23 

無火災安全祈願祭 

藤島地域消防出初式 

（藤島公民館） 

 

平 成 ２２ 年 度 

鶴岡市消防団事業予定 

期日 事業内容 

4/10 
鶴岡市消防団入団式 

（中央公民館） 

5/29 
鶴岡市消防団春季消防演習 

(小真木原陸上競技場) 

6/12 
鶴岡市水防訓練 

(湯野浜海岸) 

8/ 1 
庄内支部消防操法大会 

(山形県消防学校) 

9/26 
温海地域総合防災訓練 

(消防協会庄内支部後援) 

11/上旬 
ポンプ引渡し式 

(小真木原総合体育館前) 

1/ 9 
鶴岡市消防出初式 

(市役所前通り) 
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平
成
21

年
度
鶴
岡
市
消
防
団

春
演
習
に
参
加
し
て
思
っ
た
の

は
、
緑
の
芝
生
、
周
り
は
緑
の

立
木
、
青
く
ぬ
け
た
空
に
梯
子

が
真
っ
直
ぐ
に
立
て
ら
れ
、
い

つ
も
よ
り
高
く
見
え
、
乗
り
手

の
技
も
切
れ
良
く
見
え
ま
し
た
。 

 

出
初
式
で
は
、
空
の
高
さ
と

視
界
の
広
さ
、
そ
し
て
観
客
の

多
い
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
梯
子
の
上
か
ら
見
渡
し

て
も
、
下
か
ら
見
上
げ
て
も
周

囲
に
電
線
が
無
い
こ
と
で
よ
り

高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
高 

        

            

い
梯
子
の
上
か
ら
見
え
た
の
は

庄
内
藩
校
致
道
館
と
そ
の
庭
園
。

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ

に
歓
声
も
大
き
く
、
多
く
、
と

て
も
気
持
ち
良
く
演
技
が
出
来

ま
し
た
。 

 

限
ら
れ
た
時
間
で
、
内
容
も

切
り
詰
め
た
の
で
、
梯
子
乗
り

隊
と
し
て
は
、
寒
い
中
、
楽
し

み
に
見
に
来
て
く
れ
た
人
達
に

申
し
訳
な
い
感
じ
も
あ
り
ま
し

た
。 

          

            

地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
か

例
年
に
な
く
穏
や
か
な
天
候
の

中
、
鶴
岡
市
消
防
団
に
再
編
さ

れ
て
か
ら
初
め
て
鶴
岡
市
消
防

出
初
式
で
演
技
を
披
露
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

会
場
の
市
役
所
前
に
は
寒
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
観
客

が
い
て
少
し
緊
張
も
あ
り
ま
し

た
が
、
演
技
披
露
す
る
時
間
も 

            

            

限
ら
れ
て
い
た
為
に
あ
っ
と
い

う
間
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ

が
し
ま
し
た
。 

 

都
合
等
で
参
加
出
来
な
か
っ

た
隊
員
も
い
て
梯
子
乗
り
隊
７

名
、
纏
振
り
隊
３
名
と
い
う
少

数
な
が
ら
も
『
藤
島
方
面
隊
梯

子
乗
り
・
纏
振
り
保
存
会
』
こ

こ
に
あ
り
と
い
う
心
意
気
を
披

露
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

            

                       

■
梯
子
乗
り
隊
員
■ 

 

代
表 

 

原
田 

正
彦 

 

飯
鉢 

哲
夫 

栗
田 

幹 

石
川 

安
彦 

齋
藤 

直
八 

小
野
寺 

一
貴 

本
間 

丈
裕 

太
田 

 

晃
二 

齋
藤 

 

謙
介 

  ■
纏
振
り
隊
員
■ 

 

代
表 板

垣 

一
紀 

 

浅
賀 

英
明 

布
川 

嘉
浩 

髙
橋 

 

大
輔 

菅
原 

和
彦 
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去
る
３
月
１
日
、
藤
島
分
署
に

新
型
の
救
急
車
が
更
新
配
備
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
救
急
車
は「
高

規
格
救
急
自
動
車
」と
言
わ
れ
、

よ
り
高
度
な
救
急
処
置
を
行
う

こ
と
が
出
来
る
「
高
度
救
急
処

置
資
機
材
」
を
備
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
救

急
救
命
士
も
配
置
さ
れ
、
市
民

生
活
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
人
員
・
資
機
材
共
に

充
実
し
た
救
急
の
高
度
化
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

  

火事･救急･救助 

局番なしの 119 

 

 

 

 住宅用火災警報器（以下住警器）の設置義務化まで１年余りとなりました。 

 昨年、住警器の設置状況を調査したところ、鶴岡市・三川町の両市町で、設

置率が２２．８％（藤島地域２３．４％）にとどまっていることが分かりまし

た。（全国の推計設置率は５２．０％） 

 未設置の理由として、多い順に「設置義務化までまだ間がある」、「設置の義

務化を知らない」、「費用負担が大きい」、という結果でした。 

 住警器を設置したことにより、火災の早期発見につながり、被害を最小限に

することができた奏功事例も報告されています。 

 住警器はホームセンター、電気店、防災機器取扱店等で購入できます。最近

では、連動式で１つの住警器が火災を感知すると、他の部屋に設置した住警器

も作動する製品もあり、家の大きさや予算に合わせて購入できるようになって

います。 

設置義務は平成２３年５月３１日までです。 

 大切な家族と財産を守るため、今すぐ設置するようお勧めします。 

天井面や壁面を指で叩き、下地が通っている場所を探します。 

                    下地 

   天井や壁の裏側 

 

 

取付ベース 

付属のネジ 
 

住警器の設置場所 
○寝室と、２階に寝

室がある場合は

階段にも。 

○台所に設置義務

はありませんが

設置をお勧めし

ます。 

悪質な訪問販売に
ご注意ください 

○消防署では住警

器の販売は行っ

ておりません。 

○ご不明の点は、下

記へお問い合わ

せ下さい。 

   ↓ 

消防本部予防課 

☎２２－８３３２ 

消防署藤島分署 

☎６４－２１３９ 

●取付ベースを天井の下地が通って
いる場所や壁の柱に、付属のネジ 
２本でしっかり取り付けます。 

このとき、取付ベースを両面テープ等
で仮止めをしてから、ネジで止めると
作業がしやすいです。 

●本体を取付ベースに取り付けます。 
「カチン」と音がしてロックされる
まで右に回します。 

注意！ 

壁に取り付ける場合は、本体の上下の
向きに注意してください。 

警報機が正常に作動するかテストしましょう。 
➢テストの方法は、テストボタンを押す、または、
引きひもを引くなど機種によって異なります。
取扱説明書をご確認ください。 

➢取り付けた後も、定期的に、正常に作動するか
テストをしてください。 

 
 

ベ
ー
ス
設
置
例 

ご自分で簡単に設置できます。 
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私
達
フ
ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
は
入
団
し
て
す
ぐ
に
応
急

手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
３
年
毎
に
更
新
の
為

の
講
習
も
受
け
て
ま
す
。
応
急

手
当
を
10
年
も
続
け
て
い
る

た
め
か
自
信
を
持
っ
て
指
導
で

き
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
応
急
手
当
普
及

員
と
し
て
の
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

自
主
防
災
会
や
サ
ー
ク
ル
等
へ

呼
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
連
絡
は
下
記
の
藤
島
庁

舎
総
務
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
こ
と

が
私
達
の
活
性
化
へ
つ
な
が
り

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

           
 
 

鶴
岡
市
合
併
に
よ
り
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
知
人
・
友
人
に
興

味
を
お
持
ち
の
方
は
い
ま

せ
ん
か
？
是
非
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
広
く
募
集
し

て
お
り
ま
す
。 

               

① 反応を確認する 
⇩ 

② 助けを呼ぶ 
 （１１９番通報） 

⇩ 
③ 気道の確保 
 （呼吸の確認） 

⇩ 
  呼吸していない 
④ 人工呼吸２回 

⇩ 
⑤ 胸骨圧迫３０回と 
  人工呼吸 ２ 回の 
  組み合わせを繰り 

返す（圧迫は強く 
速く絶え間なく圧 
迫解除は胸がしっ 
かりもどるまで!! 

⇩ 
⑥ ＡＥＤ到着 
  電源を入れる 
  電極パッド装着 
救急車が来るまで胸骨 
圧迫を繰り返し続ける 

【
事
務
局
】 

藤
島
庁
舎
総
務
課 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
班 

℡
６
４‐

２
１
１
１ 
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班
長 

齋
藤 

茂
樹 

私
た
ち
中
町
消
防
団
は
、
藤

島
元
町
中
心
部
に
位
置
す
る
自

動
車
ポ
ン
プ
の
班
で
す
。
現
在

10
名
、
個
性
あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ

ー
で
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
に
は

新
入
団
員
１
名
も
入
団
予
定
で

あ
り
、
定
員
11
名
全
て
揃
い
、

ま
す
ま
す
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。 

               

  

  

自
動
車
ポ
ン
プ
は
、
４
年
に

１
度
「
操
法
庄
内
支
部
大
会
」

に
出
場
す
る
機
会
が
巡
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
中
で
も
今
年
、
平

成
22
年
は
28
年
に
１
度
し
か

巡
っ
て
こ
な
い
、
全
国
大
会
へ

出
場
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
番
員
は
不
安
や

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
負
け
な
い
位
練
習
し
、

ま
た
団
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
信
頼
関
係
を
築
き
、

出
場
す
る
か
ら
に
は
、
全
国
大

会
を
目
指
し
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

                 

  

中
町
消
防
団
員
一
丸
と
な
り
、

操
法
大
会
に
向
け
練
習
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

                            

                                  

   

■
広
報
委
員
長 

 

加
藤 

英
明 

 

■
広
報
委
員 

 

阿
部 

知
弥
、
齋
藤 

茂
樹 

 

池
田 

 

薫
、
渡
部 

秀
明 

池
田 

修
一
、
太
田 

一
彦 

工
藤 

孝
一
、
阿
部 

博
孝 

齋
藤 

紀
市
、
小
鷹 

武
仁 

 

齋
藤 

高
史
、
井
上 

 

敦 

阿
部 

 

勝
、
髙
橋 

大
輔 

 

伊
藤 

輝
子
、
髙
橋 

綾
子 

 

鈴
木 

俊
（
藤
島
分
署
） 

 

【
委
員
長
か
ら
の
一
言
】 

今
回
の
広
報
誌
「
ひ
の
み
や

ぐ
ら
」
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
？ 

こ
の
広
報
紙
を
読
ん
で
下
さ

っ
た
方
が
、
防
災
意
識
を
持
ち
、

地
元
の
消
防
力
に
対
し
て
安

全
・
安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

な
お
、
第
１
分
団
第
２
部
第

１
班
（
中
町
）
か
ら
は
、
全
国

大
会
出
場
と
い
う
大
き
な
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

加
藤) 

  

第
１
分
団
第
２
部
第
１
班
（
中
町
）

第
１
分
団
第
２
部
第
１
班
（
中
町
）

第
１
分
団
第
２
部
第
１
班
（
中
町
）   

1 15

8

2 16

9

5 12

3

17

4

7

10

11

13

14

18

19

消防に関係する言葉を使ったクロスワードパ
ズルです。２重枠の言葉を並べると、ある言葉
になります。応募いただいた方の中から抽選で
５名の方にファイヤーキューピーストラップが
当たりますので奮ってご応募下さい。 
○応募方法 
 左側記載のコミュニティ防災班までご郵送ま
たは FAX いただくか、下記の✉アドレスまで 

 ✉somu-fu@city.tsuruoka.yamagata.jp 
○〆切 ４月３０日（金） 
○注意 住所氏名等の記載を忘れずに!! 

不明な点がございましたら左記事務局
までお問い合わせ下さい。 

【タテのカギ】 
1．各町内会ごとに組織されています。自主○○○○。 
3．怖い物の順番。地震・雷・火事・○○○。 
5．○○を感じても、慌てず、冷静に！ 
7．○○○○注意報発令、火災にご注意を！ 
8．地震の大きさの程度を表します。 

10．この時期は大雨に注意が必要です。 
11．藤島方面隊の伝統、はしご○○。 
13．分団は各○○ごとに設置されています。 
14．備えあれば○○○なし。 
15．山形県の消防防災ヘリ。 
17．消防器具の操作技術向上を目指します。○○法大会。 
18．防災マップ、日本語では防災○○。 
19．はしご乗りには付き物、まとい○○ 

【ヨコのカギ】 
1．各町内会に設置されています。○○○水槽。 
2．消防自動車は○○○○を鳴らして走ります。 
3．レスキュー隊のユニホーム色。 
4．設置されていますか？○○○○○○○火災警報器。 
5．水害による住宅への被害。○○上／○○下浸水。 
8．出初式などので披露されます。○○○○放水。 
9．砂を入れた袋。水害時に役に立ちます。 

12．初期消火の基本。バケツ○○○。 
15．本番を想定した訓練。○○訓練。 
16．暴風雨に注意！台風の通り○○。 
17．大雪の火災現場、ホースの運搬に 

これが役立ちます。 

私
た
ち
が
作
り
ま
し
た
！ 

鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方
面
隊
 

広
報
誌
「
ひ
の
み
や
ぐ
ら
」
第

28
号

 

編
集
・
発
行
／
藤
島
方
面
隊
広
報
委
員
会
（
事
務
局
：
鶴
岡
市
藤
島
庁
舎
総
務
課
ｺﾐｭﾆﾃｨ防

災
班
内
）
 

〒
999-7696 

山
形
県
鶴
岡
市
藤
島
字
笹
花

25 
 

TEL:0235-64-2111 
FAX:0235-64-4280 

URL: http://www.city.tsuruoka.lg.jp/501100/
 


